
祖
母
上
野
イ
ト
は
明
治
二
十
八
年
十
一
月
三
日
、

滋
賀
県
高
島
郡
今
津
町
に
て
、
松
見
家
の
長
女
と
し

て
生
を
受
け
、
京
都
府
立
第
二
局
女
、
同
国
語
漢
文

専
攻
科
を
大
正
五
年
に
卒
業
梅
花
高
女
に
就
職
。

大
正
九
年
一
月
二
十
九
日
、
同
志
社
大
学
神
学
部

卒
、
大
阪
教
会
伝
道
師
で
あ
っ
九
上
野
義
一
と
結
婚

し
た
。
大
正
十
三
年
、
夫
義
一
の
京
都
三
条
Y
M
C

A
主
事
就
任
(
後
に
同
志
社
高
商
奉
職
)
に
伴
い

、

同
志
社
高
女
教
諭
と
な
り
、
昭
和
三
十
六
年
、
六
十

五
歳
で
停
年
退
職
す
る
ま
で
、
三
十
八
年
間
勤
め

九
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
九
年
二
月
三
日
、
八
十
八

歳
三
力
月
で
天
国
に
召
さ
れ
る
日
ま
で
、
心
は
常
に

同
志
社
教
師
で
あ
っ
た
。

祖
母
は
校
祖
新
島
襄
を
尊
敬
し
、
同
志
社
を
愛
し
、

こ
よ
な
く
生
徒
達
を
愛
し
九
。
母
校
府
立
第
一
高
女

か
ら
の
条
件
の
良
い
招
請
を
断
わ
っ
て
ま
で
、
同
志

社
の
宗
教
教
育
を
高
く
評
価
し
、
同
志
社
教
師
と
し

て
の
誇
り
を
堅
持
し
た
。
生
徒
達
に
も
、
同
志
社
で

学
ぷ
誇
り
を
教
え
た
。
そ
の
結
果
で
あ
ろ
う
か
、
家

に
は
多
く
の
教
え
子
が
晩
年
ま
で
訪
れ
て
い
た
。

祖
母
の
生
涯
で
悲
し
み
の
涙
に
咽
ん
だ
日
が
五
度

あ
っ
た
と
思
う
。
昭
和
二
年
、
長
男
陽
一
郎
を
、
昭

和
五
年
に
今
津
の
父
、
六
年
に
母
、
十
年
に
次
女
明

子
を
、
天
国
に
送
り
、
そ
し
て
ゅ
っ
く
り
老
後
を
と

思
っ
た
矢
先
の
昭
和
三
十
七
年
一
月
、
夫
義
一
の
急

逝
に
あ
っ
た
日
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
信
仰
に
よ
っ
て

悲
し
み
の
日
を
乗
越
え
た
。

悲
し
み
に
も
増
し
て
、
喜
び
の
日
も
多
か
っ
九
。

祖
母
は
若
き
教
師
の
日
、
同
志
社
高
女
に
皇
后
陛
下

を
お
迎
え
し
て
御
前
授
業
を
果
し
た
光
栄
を
無
上
の

喜
び
と
話
す
明
治
女
の
気
位
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た

同
志
社
の
講
演
に
迎
え
た
へ
レ
ン
ケ
ラ
ー
女
史
と
、

特
別
に
握
手
を
許
さ
れ
九
日
の
事
を
、
顔
を
輝
か
せ

て
語
っ
九
も
の
で
あ
っ
九
。

家
庭
に
あ
っ
て
は
、
一
人
残
っ
九
娘
、
星
子
の
結

婚
と
孫
三
人
の
出
生
、
そ
し
て
曾
孫
五
人
ま
で
見
る

こ
と
が
出
来
た
。
祖
母
は
毎
年
の
年
賀
状
に
自
作
の

和
歌
を
一
首
添
え
て
い
九
。
最
後
の
年
の
年
賀
状
に

は
、
"
子
や
孫
や
曾
孫
た
ち
に
も
囲
ま
れ
て
こ
よ

な
き
幸
を
祝
う
我
か
な
"
と
書
い
た
。
こ
の
最
後
の

歌
の
通
り
、
子
や
孫
や
曾
孫
た
ち
に
も
囲
ま
れ
て
、

オ
バ
ア
ち
ゃ
ん
、
お
ぱ
あ
ち
ゃ
ん
と
叫
ぷ
愛
惜
の
涙

に
送
ら
れ
つ
つ
、
二
月
三
日
の
夕
方
、
そ
の
霊
魂
は

清
浄
の
雪
の
中
を
通
り
天
上
に
飛
び
立
っ
て
行
っ
九

の
で
あ
る
。

祖
母
は
昭
和
七
年
に
岩
倉
に
家
を
建
て
移
り
住
ん

だ
。
夜
は
孤
や
鳧
が
家
の
廻
り
で
鳴
い
て
い
た
と
い

う
。
私
が
伺
志
社
女
子
中
学
に
入
学
し
た
当
時
も
、
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京
福
電
車
が
十
五
分
に
一
回
走
っ
て
い
た
の
み
で
あ

つ
九
。
父
母
が
今
治
教
会
に
赴
任
し
て
い
た
の
で
、

祖
母
は
昭
和
三
十
四
年
か
ら
次
々
と
姉
と
私
と
弟
を

引
取
っ
て
は
、
愛
す
る
同
志
社
に
学
ぱ
せ
九
。
学
校

の
帰
り
に
は
、
食
べ
盛
り
の
孫
達
の
為
に
、
毎
日
沢

山
の
食
糧
を
出
町
の
市
場
か
ら
買
っ
て
く
れ
た
祖
母

の
元
気
な
早
足
姿
が
、
懐
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。
退

職
後
も
、
不
自
由
な
目
で
台
所
に
立
っ
て
は
、
登

に
少
し
で
も
勉
強
の
時
間
を
与
え
よ
う
と
心
が
け
て

く
れ
た
。
や
が
て
私
達
も
成
長
し
、
腰
の
骨
折
の
九

め
、
立
っ
て
歩
け
な
く
な
っ
た
祖
母
を
助
け
て
蓉
す

事
と
な
っ
た
。
姉
は
結
婚
し
て
祖
母
の
家
の
向
い
に

住
み
、
私
も
隣
に
家
を
持
ち
、
弟
は
岩
倉
病
院
医
師

と
な
り
、
祖
母
と
共
に
住
む
よ
う
に
な
っ
九
。
一
週

間
に
一
度
、
父
母
が
大
阪
か
ら
帰
っ
た
日
は
、
一
族

十
三
人
必
ず
食
卓
を
囲
ん
だ
が
、
そ
れ
は
祖
母
に
と

つ
て
こ
の
上
な
い
幸
せ
な
時
で
あ
っ
た
。

視
力
の
衰
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
拡
大
鏡
に
頼
っ

て
常
に
書
物
壽
み
、
と
り
わ
け
聖
書
は
声
を
あ
げ

て
読
み
、
驚
く
ほ
ど
多
く
の
文
を
書
い
た
。
疲
れ
る

と
横
に
な
り
、
ラ
ジ
オ
を
聴
い
た
。
 
N
H
K
の
教
養

番
組
や
ニ
ニ
ー
ス
を
通
し
て
、
私
費
上
に
世
の
動

き
を
知
っ
て
い
九
。
「
忙
し
い
、
忙
し
い
」
と
一
日

を
大
切
に
、
充
実
し
て
前
向
き
に
生
き
九
祖
母
は
、

ま
九
八
十
八
歳
の
最
期
ま
で
、
友
人
や
昔
の
生
徒
達

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
思
う
。
物
質
に
拘

泥
せ
ず
、
愚
痴
を
言
わ
ず
、
人
の
惡
を
思
わ
ず
、
祈

り
の
人
で
あ
っ
た
。

遺
稿
集
「
牧
場
は
み
ど
り
」
が
祖
母
の
遺
言
と
な

つ
六
。
昭
和
十
二
年
に
随
筆
「
黎
明
を
呼
ぷ
者
」
昭

和
三
十
五
年
「
野
草
の
香
」
五
十
年
に
「
ひ
つ
じ

草
L
 
を
出
版
し
た
。
祖
母
の
残
し
て
く
れ
九
信
仰
の

遺
産
は
、
何
も
の
に
も
ま
し
て
代
々
受
継
が
れ
る
だ

ろ
う
。
祖
母
の
遺
骨
は
比
叡
の
ふ
も
と
、
上
野
家
の

墓
地
に
、
分
骨
は
伺
志
社
の
ご
厚
意
に
よ
り
若
王
子

共
葬
墓
地
に
葬
ら
れ
た
。
私
は
祖
母
の
作
詩
し
九
同

志
社
女
子
中
・
高
校
歌
「
同
志
社
花
の
歌
」
を
歌
い

つ
つ
、
愛
す
る
祖
母
を
偲
ぷ
咋
今
で
あ
る
。

同
志
社
花
の
歌

た
え妙

に
ゆ
か
し
き
こ
む
ら
さ
き

校
旗
の
色
の
花
と
笑
み

心
ひ
そ
め
て
つ
つ
ま
し
く

神
の
御
声
を
聞
き
わ
く
る

す
み
れ
と
咲
か
ん
同
志
社
少
女

、

お
と
め

二
S
四
、
略
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岡
田
久
先
生
は
同
志
社
中
学
か
ら
大
学
に
学
び
、

直
ち
に
母
校
に
教
鞭
を
と
っ
て
三
十
五
年
、
実
に
五

十
八
年
の
生
涯
の
う
ち
四
十
五
年
を
同
志
社
と
共
に

歩
ん
だ
人
で
あ
る
。

先
生
は
世
界
大
恐
慌
直
前
の
一
九
二
七
年
、
昭
和

二
年
四
月
八
日
の
誕
生
で
あ
る
。
日
本
の
国
際
連
盟

脱
退
の
翌
年
に
尋
常
小
学
校
に
入
学
、
日
独
伊
三
国

軍
事
協
定
成
立
の
年
に
中
学
に
入
学
、
中
学
校
卒
業

の
年
に
敗
戦
、
そ
し
て
戦
後
の
混
乱
期
に
工
学
部
の

前
身
工
業
専
門
学
校
を
経
て
神
学
部
に
学
ん
だ
人
で

あ
る
。
軍
靴
の
音
の
年
毎
の
高
ま
り
の
中
に
成
長

し
、
戦
後
の
混
乱
期
に
学
生
時
代
を
過
し
た
の
で
あ

る
。
始
業
前
の
国
旗
掲
揚
・
皇
居
逵
拝
や
神
社
へ
の

必
勝
祈
願
を
当
然
の
事
と
し
て
い
た
の
が
急
転
直

下
、
皇
居
へ
の
米
よ
こ
せ
デ
モ
や
戦
犯
断
罪
等
々
。

全
て
の
価
値
観
や
死
生
観
の
逆
転
す
る
昭
和
の
激
動

期
に
多
祭
青
少
年
時
代
を
過
し
た
者
が
、
そ
の
体

験
1
選
択
の
自
由
の
な
い
体
験
1
か
ら
育
っ
た
思
想

は
単
に
頭
の
中
の
学
問
と
し
て
形
成
さ
れ
る
愚
よ

り
暹
か
に
深
く
厳
し
い
も
の
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

社
会
科
の
歴
史
的
事
象
の
み
で
な
く
遠
い
過
去
か
ら

人
類
の
未
来
ま
で
を
見
す
え
よ
う
と
す
る
思
想
に
裏

付
け
ら
れ
た
授
業
を
展
開
し
て
い
た
の
も
理
解
で
き

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
神
学
部
に
学
ん
だ
彼
は
キ
リ
ス

谷

ト
教
や
神
道
な
ど
を
広
く
研
究
し
、
そ
の
蔵
書
も
思

想
史
関
係
の
も
の
が
多
か
っ
た
。
ま
九
文
献
や
資
料

か
ら
の
研
究
だ
け
に
あ
き
た
ら
ず
、
病
を
得
て
入
院

す
る
直
前
迄
、
毎
日
早
朝
に
水
を
浴
び
、
農
と
も
い

う
べ
き
体
験
的
精
進
を
も
深
め
て
ぃ
た
の
で
あ
る
。

社
会
科
教
諭
と
い
う
本
務
の
ほ
か
、
各
校
務
主
任

を
歴
任
、
教
頭
職
も
四
期
八
年
を
つ
と
め
る
等
同
志

社
中
学
校
の
中
心
的
存
在
の
人
で
あ
っ
九
。
体
育
館

の
建
設
工
事
や
チ
ャ
ペ
ル
の
音
響
施
設
改
善
な
ど
、

そ
の
活
動
は
多
方
面
に
わ
た
っ
た
。

現
在
活
発
に
活
動
す
る
同
窓
会
が
戦
後
長
ら
く
沈

滞
し
て
い
る
時
に
、
新
し
く
活
力
を
ふ
き
こ
み
活
性

化
に
努
力
し
た
時
の
学
校
側
幹
事
が
彼
で
あ
っ
九
事

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

個
人
の
研
究
や
校
務
で
の
活
躍
も
さ
る
事
な
が

ら
、
先
生
異
骨
頂
は
生
徒
と
の
接
触
の
場
に
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。
家
庭
で
は
学
校
の
話
を
余
り
し
な

か
っ
た
先
生
が
、
ク
ラ
ス
担
任
を
し
た
時
に
は
実
に

雄
弁
に
そ
の
喜
び
を
夫
人
に
話
さ
れ
九
と
聞
く
。
一

九
八
二
年
に
病
を
得
て
入
院
手
術
、
そ
し
て
静
養
さ

れ
た
後
の
二
年
間
の
担
任
の
時
期
は
、
先
生
の
本
当

の
姿
は
こ
れ
だ
と
思
え
る
事
が
何
度
か
あ
っ
九
。

ベ
テ
ラ
ン
で
あ
り
な
が
ら
空
き
時
間
に
は
い
つ
も

教
科
書
を
拡
げ
、
資
料
ノ
ー
ト
に
八
帳
面
な
小
さ
い
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文
字
を
ぎ
っ
し
り
書
き
こ
ん
で
い
た
先
生
。
そ
の
周

到
な
授
業
準
備
の
姿
勢
は
敬
服
に
価
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。

昼
休
み
は
い
つ
も
生
徒
と
の
懇
談
。
中
学
校
の
教

師
は
実
に
多
忙
で
あ
る
。
恐
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

研
究
を
し
た
成
果
を
生
か
し
て
の
精
力
的
な
懇
談
。

い
つ
も
生
徒
の
一
人
一
人
に
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
し

て
自
分
は
ク
ラ
ッ
カ
ー
や
チ
ー
ズ
と
紅
茶
と
い
う
の

が
い
つ
も
の
バ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
0

ク
ラ
ス
毎
に
全
生
徒
が
参
加
す
る
丹
後
由
良
の
キ

ヤ
ン
プ
も
一
生
器
。
手
術
後
の
健
康
を
案
じ
て
木

陰
へ
入
る
事
を
す
す
め
て
も
頑
と
し
て
聞
き
入
れ

ず
、
焼
け
つ
く
砂
浜
に
も
海
の
中
に
も
常
に
生
徒
の

い
る
所
に
先
生
の
姿
が
あ
っ
た
。
海
水
浴
は
ラ
ン
ニ

ン
グ
シ
ャ
ッ
に
水
泳
バ
ン
ツ
、
休
憩
時
に
「
生
徒
が

手
術
あ
と
を
気
味
悪
く
思
う
と
か
わ
い
そ
う
や
し
な

あ
。
」
と
も
ら
さ
れ
た
一
暴
が
胸
に
し
み
た
。
生
徒

を
い
つ
く
し
み
、
い
つ
も
人
へ
の
心
く
ぱ
り
を
す
る

先
生
、
体
力
の
限
界
ま
で
力
を
尽
そ
う
と
し
た
先

生
、
そ
の
姿
は
痛
々
し
く
ま
驫
動
的
で
さ
え
あ
っ

渡
し
て
お
ら
れ
る
姿
そ
れ
は
健
康
で
あ
っ
た
先
生

に
は
か
つ
て
な
い
事
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
、
誰
に
も
告
げ
ず
入
院
さ
れ
た
の
で
あ
っ

一
九
八
五
年
、
昭
和
六
十
年
十
月
十
日
永
眠
。
十

二
日
の
告
別
式
に
は
保
護
者
や
多
く
の
卒
業
生
、
そ

し
て
多
数
の
中
学
生
が
参
列
し
た
。
直
接
教
え
を
受

け
て
い
な
い
一
人
の
女
生
徒
が
霊
前
に
捧
げ
た
手
紙

は
、
先
生
と
生
徒
と
の
暖
か
い
心
の
通
い
を
表
わ
し

多
く
の
人
々
の
涙
を
さ
そ
っ
た
。

葬
列
は
鳥
丸
通
を
南
下
し
、
同
志
社
に
別
れ
を
告

げ
る
か
の
よ
う
に
今
出
川
通
を
東
へ
向
っ
た
。

い
か
に
も
同
志
社
の
教
師
ら
し
い
先
生
で
あ
っ

た
。

教
育
者
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
私
達
に
示
し
た

先
生
で
あ
っ
た
。

常
に
生
徒
と
共
に
あ
っ
た
先
生
で
あ
っ
た
。

こ
0

一
九
八
四
年
十
二
月
二
十
日
は
二
学
期
の
業
式

で
あ
っ
た
。
教
員
室
の
椅
子
に
坐
り
こ
ん
で
一
人
一

人
に
賞
讃
や
激
励
の
墓
を
か
け
な
が
ら
成
績
表
を

゛、'.゛'",、ーあの人・の人..~",^、'^゛,ーー'^、▲~,,ー、、、~、.ー゛、'゛ーサー、.^.,、.,ー゛,ー~

た
0

-131-


